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この論文は, 河川改修によって失われる地域景観（桜並木,社寺林,御手洗,児童公園）を河川改修法線

の変更によって保全するとともに, それら地域景観が今後も持続的に維持できるように工夫したデザイン

について述べるものである. 
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１．はじめに 
 

 栃木県壬生町は, 壬生城の城下町, 日光街道の宿場町

として, また市街地を流れる黒川を利用した河川舟運の

要衝として栄えた町である. そのため, 黒川沿いには, 

歴史的な地域景観が点在するとともに, 地域住民にとっ

ては日頃から見慣れた風景として認識されていた. 

特に, 戦後, 地元青年団が黒川沿いに桜を植え, “し

ののめ桜”として地域の人々に愛される地域景観となっ

ていた. 

 しかし, 治水事業の一環として引堤による河川改修が

計画され, 黒川沿川にある地域景観（桜並木, 社寺林, 

御手洗, 児童公園など）が失われることとなった. 

 そこで, 河川を管理する栃木県栃木土木事務所と地元

自治体である壬生町が連携し, 河川改修計画の変更と黒

川周辺の都市公園化によって, 失われる地域景観を保全

し維持できることを考え,環境整備を実施した. 

 

 

２. 当初計画とその課題 

 

 

 

 

 

 

 

黒川は, 1977（昭和52）年に現況河道を拡幅する河川

改修計画が立案されていた. そのため, 市街地の中心部

では, “桜並木”や地域のシンボルとなっている雄琴神

社境内の“社寺林”“御手洗”.  さらには, 古くから

市街地内にある児童公園が築堤のために失われることに

なっていた. 

特に, 児童公園の一部が失われることについては, 壬

生町都市計画課がその代替用地をどのように確保してい

くかが課題であった. 

【河川改修計画の概要】 

・計画高水流量 1, 200m3/s  ・計画河床勾配 1/375 

・標準横断   図-1を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-1 河川改修の標準断面図 

写真-１ 平成５年当時の黒川と右岸側桜並木 



 

３. 都市公園側の整備構想 

 

 壬生町では, 河川改修によって失われる児童公園を確

保するために, 改修される黒川周辺にその代替用地を確

保し, あわせて河川内を緑地公園とする『東雲地区公

園・黒川緑地基本構想』を1993年（平成5）年3月に立

案した. 

 この構想は, 1977（昭和52）年に策定された河川改修 

計画を基本としているため, 改修事業によって失われる 

桜並木などは新たに公園側（堤内地）に整備する計画で 

あった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 河川改修法線の変更による地域景観の保全 

 

 栃木県栃木土木事務所では, 1993（平成 5）年に壬生

町が策定した構想を基に, 河川環境整備を立案（1993年

11 月）することとなった.  一方, 地元からは, 戦後苦

しい時代に自分たちが植えた桜並木をぜひ残したいとの

機運が高まっていた. 

 そこで, 桜並木を残すため, 壬生町が計画している公 

園拡張用地を利用し, 改修法線を左岸側に約 10m移動さ

せることを考えた. この変更により, 左岸側の桜並木は

高水敷内に, 右岸側の桜並木は堤内地に残ることになっ

た.（図-２・３を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ 河川環境整備と都市公園整備の平面計画図 

（出典：黒川河川環境整備基本設計 平成6年2月 栃木県栃木土木事務所・（株）地域開発研究所に一部加筆）
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雄琴神社 
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桜並木の保全 社寺林・御手洗の保全 《右岸側》
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昭和52年の改修計画と現地盤（Ａ―Ａ，断面） 
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河川内（中水敷）に取り込み保全 
河川の改修法線を10ｍ程左岸側に変更（移動） 

図-３ 改修計画のイメージ断面 



 

さらに, 右岸側では社寺林や御手洗も築堤部分から除

かれることとなり, そのまま保全することが可能となっ

た. 

なお, 河川改修の法線を左岸側に変更できたのは, 公

園拡張用地を利用することができたことと, 上流にある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東雲橋の架け替え計画が進行中であり、 部分的に改修

法線を変更しても全体の法線計画との整合性が図れるこ

とによる. 

この区間の施工（河川改修）は,1994（平成６）年よ

り２年間で実施された. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-２ 左岸上流側より全体を眺める 

写真-３ 左岸側河川内（中水敷）に残る桜並木の木陰で川

を見ながらデイキャンプを楽しむ家族 
写真-４ 右岸側に保全された社寺林 なお, 堤防天端は

サイクリングや散策に利用されている 

写真-５ 左岸側には州が形成され, 子供達の水遊び場とな

っている 

写真-６ 右岸側には, 明治頃まであった河岸（船着場）

を地域の歴史的記憶として復元した 



 

５. 桜並木の持続的維持と治水対応 

 

 改修法線を変更することによって保全された桜並木は, 

植樹されてから50年近くが経過し老木になっていた. 

そこで, 公園側の整備とあわせ, 堤防裏法側に新規の

桜並木を設置し, 老木が枯れても桜並木のある地域景観

が維持できることを考えた. 

 なお,  左岸側の河川敷内に保全した桜並木は, 枯れ

ると同時に撤去していき, 将来的には河川内から桜並木

を無くし,  立木による流下阻害要因を少なくしていく

こととしている. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. 都市公園整備による地域景観の活用 

 

 改修法線を変更することによって保全された,  社寺

林と御手洗は,  都市公園の一部として地域住民が利用

しやすいように整備された. このため, 社寺林や御手洗

は都市公園の中に取り込まれ, その活用と維持が図れる

ようになった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. 計画段階からの連携 

 

 この実現にあたっては, 壬生町が1993（平成５）年に

立案した公園整備構想を土台に, 町の公園整備計画と県

の河川環境整備計画とが連携し, 地域景観の保全・活用

に向けての公園区域の都市計画決定, 河川改修法線の見

直しが同時進行的に進められたことが地域景観の保全と

活用に結びついた. 

 特に, 壬生町が黒川両岸を公園化することを計画段階

で決断し, 河川改修法線の変更によって保全される地域

景観を単なる保全ではなく, 活用される地域景観として

整備し, 地域住民に利用されることが担保されたことが,

河川改修法線の変更までにつながった要因であった. 

  

 

８. おわりに 

 

 このデザインは, 河川改修法線を変更することが出来

てはじめて実現化したものである. しかし,単に改修法

線を変更したことによって, 地域景観が保全され活用で

きたものではない. 

そこには, 空間づくりに対して, 早い段階から関係機

関が相互に情報を交換し, 美しい景観をつくりだすため

の努力があったからこそ可能であったものと考えている. 
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写真-８ 都市公園整備に取り込まれた「御手洗」 

写真-７ 下流側よりみた河川内に残った桜並木 

なお, 公園側には新しい桜並木が植栽されている 

新たに公園側に整備した桜並木 

→河川内の桜が老木化し撤去されても川沿い 

に桜並木がある地域景観が維持される 

河川内に保全した桜並木 

→老木であり枯れると同時に撤去する 

H.W.L 

図-４ 桜並木の持続的な維持方法 
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